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まえカヾき

この報告書は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ漆会の補助金を得て､株式会社

三祐コγサルタンツが､平成元年5月21日から6月2日までの13日間､フィリピン共和国

のプラカン州マッシム地区及びバンガシナン州シノカラン地区の亀概施設改修事業に関す

る事前詞査を行った結果をとりまとめたものである｡

マッシム地区はマニラ首都圏の隣のプラカン州に属し､マニラより東北方約50km8こ位置

する｡ l=の地区はフィ7)ビンでも大規模なアンガット･マッシム海概システムにカバーさ

れている｡但し､アンガット地区がアンガッりrf上涜のアンガット多目的ダムによって乾

期a)慈載用水が確保されているのに引き換え､マッシム地区さこはこのような貯水施設が無

く､河川自漁を頭首エで取永する亀概システムであるため､乾期の亀瓶用水確保が井常に

不安定である｡このため､アンガット地区では200㌫に近い年間作付率を達成しているの

に対し､マッシム地区は110㌫にしか過ぎない｡

シノカラン地区法官戟マニラより弛西約180knのパンガシナン州に位置している｡主要

永療であるシノカラン川は中部ルソンでも最大のアグノ川の支洗で､アグノ･シノカラン

登載システムの∵部である｡この地区はマッシム地区と同様上流に貯永施設を持たず､頭

首工のみによる取永を行っている｡更に､支線水路IAにおいては1 - 1.5‡左の水鏡を得

るたあに幹線永路よりポンプ･アップするシステムになっているが､農民の電力料金不払

のため､昨年よりポンプの運転は中止しており､受益面積1,75O祐のうち550誠の慈淑を

放棄している｡この他韻昔工のゲート振作性の不良による亀概不能面積は480掛こも及ん

でいる｡

これら雇概システムにおける頭首エの改修によって､地域の農業が安定し､さらに樽産

につながることは明白である｡従って､日本政粁による援助のもとにこのプロジェクトが

早期に実施されれば､地域住民の生活向上と民生の安定が期待でき､ひいてはフィ7)ビン

国の経済的好転の一助になるものと確信敦します｡

平成元年6月

株式会社 三祐コンサルタンツ

取締役社長 久 野 彦 -
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1.網査団の構成と鋼査日程

(1)爾査団員

株式会社 三祐コンサルタンツ

取締役 門脇 達

副参事 宮西敬朋

(2)調査日程

月 日

平成元年

5月21日(日)

5月22日 く月)

5月23日(火)

5月24日(水)

5月25日(木)

5月26日(金)

5月27日(土)

5月28日(日)

5月29日(月)

5月30日(火)

5月31日(衣)

6月1日(木)

6月2日(金)

甜 査 工 程

東京発､マニラ着(門脇･宮西団員)

胡IA打ち合わせ､資料牧集､日本大使飴及びJICA事務所表敬訪問

NEDA打ち合わせ､マニラ発､マッシム地区草地詞査､
′h'-J方シわへ移動

シノカラン地区現地調査､マニラへ移動

NIAにて補足資料収集､ JICA事務所打ち合わせ

萌地鋼査結果及び収集資料の整理検討

田内打ち合わせ､門脇団員マニラ発､東京曹操回

甜査収集資料整理換静

NIA関係部局と打ち合わせ､農業省JICA専門家表敬訪問

現地鋼査レポート作成

同 上

マッシム地区賀地鋼査､ Note of
Understanding (”/I))作成

NIAにてN/U署名､宮西団員マニラ発､東京著帰国
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2.事業の背景

フィリピン共和国は大小7千有余の島唄で構成され､人口は1988年に約58.7千万人と

推定され､その大部分は農業に従事している｡基本的には策1次産業に依存する経済構造

で､地方農村部と都市部の生活永準における格差は年々増大している｡年率2.5㌫にも及

ぶ人口増加にもかかわらず､ 1970年代末期には主食である米の自給を達成し､その後ほぼ

この永準を維持している｡しかし､ 1980年代初頭からの世界的な経済不況のあおりを受け､

又､国内の政治的不安定が続いたことから､ 1984年にはマイナス成長を記録するに至った｡

全国的な経済不況は都市部と農村部の所得格差を益々広ば､ 50㌫に近い家庭が貧困レベル

にも満たないと推定されている｡

フィ7)ビン国新政権は､フィ7)ビン中期開発計画.(HTPDP)を1986年に策定して､都市

部と農村部の生活水準の格差是正及び民生安定を目標とした施策を展開している｡1986年

12月に公表された同中期開発計画法､ 1987年7月に舵l沌によって一部改訂された｡この改

訂は､主に1987年の経済成長を踏まえて一部手直しをし､前述重点政策をより色濃く反映

させようとしたものである｡この中期開発計画は1987年から1992年の6年間のフィリピン

政府の経済･社会開発政策を明らかにしたものであり､開発の基本方針として経済成長第

一主義から､むしろ農村開発､貧困の軽減､社会的不平等の是正等を日精すものである｡

フィt)ビン政府はその経済政簸の中で工業化を進めようとしているが､農業部門は依

然としてその経済構造の中心をなすものとの縁故に変わりはない｡1986年現在､農業部門

は雇用の50㌫､国内捻生産(GDP)の30㌫及び輸出絶類の31㌫を占めている｡ 1986年から

1987年にかけて､農業部門の成長率は前年の3.7㌫から0.4㌫に低下した｡これは主とし

て台風等の天候不頓による偉物生産の不調と林業部門における付加価値額の減少が響いて

いる｡

フィ7)ビシ政府法釆を中心とする農業生産の拡大を目標として､河川自流を利用した

養親施設を全国的に建設してきた｡屯概施設の運用_･管理体制によって､国営慈概施設

(NationalIrrigation System)及び小規模電概施設(Co由Jmnal lrrigation System)に

大別できる｡
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3.事業地区の環流

3.lマッシム地区

マッシム川在職システムの受益地区は国営事業であるアンガット･マッシム川港概シス

テム(AMRIS)によりカバーされている｡岨別Sはフィ7)ビンにお吋る国営惑混事業地区の

なかでも大規模かつ歴史を有するもので､同国の首都マニラの東北約50k皿に位置し行政的

にはプラカン及びパンパンガ何に展開している｡ AHRISの慈概可能面積は約26,400錫でア

ンガット･マッシム両河川に建設された頭首エより取水している｡

マッシム地区の竜概面積はマッシム川両岸に約3,850韻の規模で展開しており､澄渡用

永は上流､下流及び尊3頭首工と呼ばれる3つの頭首工より取永されている｡本地区の養

親･排永状況はマッシム川の流圭が不安定なことにより必ずしも良好と辻言いがたい｡即

ち､乾期には竜混用水の絶対的不足また逆に雨期には農地がたびたび湛水故事を被るから

である｡

1982年から1984年にかけて国際協力事業団の常発鋼査案件として､ AF)世ISの堆持管理改

善に関するフィージビT)ティー詞査が行われた｡この鋼査ではマッシム地区の既存3ヶ所

の頭首エの早期改修が強く勧告されている｡

本地区の-穀的営農状況は雨期もしくは乾期における永蒋の単作地帯として位置づける

ことができる｡永稲の2期件が行われているのはごく限られた部分である｡これはひとえ

に乾期における港瓶用水が不足していることによる｡従って､年間の平均申帝付率はアン

ガ;?ト地区の170㌫を大きく下回る110駄に止まっている｡

本地区における水稲の平均牧喜は雨期･乾期でそれぞれ2トン/論及び3トン/祐で､アン

ガット地区の4.3㌧/錫及び4.6トン/識と比べても極めて低い水準である｡この低耽量の

理由は竜蔵用永の不足とマッシム川の流量の不安定をあげることができる｡本地区におい
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ては水資源利用可寵妾の制限要因を陰桝ま永稲作のポテンシャルが非常に大きいと思われ

るので､安定的な水資源の確採が緊急課題である｡

3.2シノカラン地区

シノカラン川藩淑システム(Skis)は1976年にNIAによって建設された国営養親事業の一

つであり､受益面積は約1,750務でシノカラン川の右岸脚に展開している｡本地区辻同じ

くNIAの国営亀海事葺である了グ}川海戦システム(姐IS)q)西部に位置しても)る｡ SRIS地

区は/レソン島中部のバンガシナン珊にあり､首都マニラからは西北に約180knほど離れて

いる｡

アグノ川遵概システムはパンガシナン州南東及び中部の9つの町(恥nicipality)め

18,500路を受益地区として設計･施エされた｡主要港蔵施設はアグノ頭首工､延長35k瓜の

幹線永賂並びに13本の支線水路であり工事の完了は1959年3月である｡

アグノ川流域においては1968年代初期から開始された鉱山の開発と､森林の違法筏採並

びに焼き畑農耕によってもたらされた公害並びに土砂の堆積により､同港概システムは多

大な悪影響を被った｡ 1986年12月来宅在で辻11, 100紡が港赦されているに過ぎない｡この

ような状況を克瀕するため､フィ7)ビン政府はパンガシナン､ヌエバエシハ及びタ)i,ラッ

クの3用の約85,000㌶を対象としたサンロケ多目的ダムの建設を計画しているか､主に財

政的な御約により実施の段階に至ってはいないム

シノカラン川亀概システムでは前述のような公書･噂砂の開港吐ないが､マッシム川同

様河川洩量が非常に不安定であり､同港載システムの基幹施設であるシノカラン頭首工の

管理が非常に困難な状況に置かれている｡他の濯職施設としては､右岸樹幹線永賂､ 3本

の支線永路､支線水鞄-A-の揚永ポンプ及び左岸僻拡蚤地区-のサイホンである｡

既存濠蔵施設の持つ主たる問題点は､①シノカラン頭首工のストップ･ログを用いた構
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造が河川の流量の極端な変化に即応できない､ ⑧揚永施設が必要な支線水路-Aがある､

及び⑧新規の慈概地区拡掛こ対応できない等である｡ 1988年雨期の慈概実績は地区全体で

僅かに720掛こしか過ぎない｡この主な理由は支線永路-Åの揚永,i!ンプにかかる電力料

金を含む姓持管理費を受益農民が負担しないことから､このポンプの稼助が1988年よりス

トップしていることと､ストップ･ログ取り外し時期の不適切等によるものである｡

4.事業の目斡

フィ1)ピンにおける河川の-穀的特徴としては､雨期･乾期における流董の季別変化

は勿論のこと､台風による一時的な異常出永が薬玉に起こることである｡特に､上流に貯

永能力を有する永利施設が存在しない河川における取水施設に対する基本的要請は､浜永

を適切に流下させるとともに､乾斯の流喜を効率よく取水できることである｡

今回､改修の対象となる既存頭首工3ヶ所は何れもストップ･ログ型ゲートを持つコ

ンク7)-ト固定堰であり､建設年はそれぞれ1949年､ 1967年及び1976年である｡このタイ

プのゲートは人力によって捜作されるために､堰上挽側の水位が上かった場合に法ストッ

プ･ログの取り外しは極めて困難である｡従って､ストップ･ログは通常､雨期の始まり

に取り外され､又､雨期の終わりに再度取りつけられる｡このため､両港概システムとも

に雨期における施設としての機能､即ち天永田に対する補給竜概の役割を果たす事は無く

撤去時期を誤ると堰上洗樹で洪水をもたらす｡他方､乾期藩概用水確採のためにゲート締

切を行った後に洪水を受けると､ストップ･ログを支えるⅠ塑鏑が曲がりその修復に時間

がかかり､ために乾期仲村の時期を失するとともに必要用永量の確採が困難となる事患を

招くこととなる｡

又､マッシム竜概システムの下流璃首工の下流で比現在､乾期藩瓶用永を確保するた

めに､毎年雨期の終わりに河川を締め切るアースダムを仮設している｡

このような状況を踏まえ､改修及び新設されるペき頭首エは､マッシム･シノカラン
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両河川における流量の変化に柔軟に対応できる串うな構造並びに扱能を有する必要がある｡

尚､事業の実施によって以下の事が期待できる｡

一両斯における洪水･湛水被害の除去･軽減

-乾期における安定的藩混用水の供給

一雨期における補給惑概用水の確保

一差業生産及び農家所得の増加並びに安定を図るための永管理の強化

5.事業計画

5.1マッシム地区

マッシム地区の現況慈概面積は約3, 850筋で壊存取水施設は手動洪水吐及びダム天場に

付設されたストップ･ログを有する上流及び下流頭首工並びに毎年雨期の終わりに築堤さ

れる坂設頭首工である｡水路は既にNIA及び受益農民によって建設済みである｡現況･■計

画の竜概面積は概略以下のとおりである｡

上流頭首工

下流頭首工

第3漂首工

塾

蛋__塵
(a)

2,110

1, 059

688

3,849

計 画 新規拡張地区
(a)

3,367

1,059

1,00()

5, 426

(a)

1, 257

0

320

1,557

本地区の面的竜概施設は既に確立されているので､原射として既存頚首エ2ヶ所(上流

･下流)の改修と頭首工の新設1ヶ所である｡前述したように､取永工としての要請に対

応しうる構造･扱能を持つものとして､ラバーダムタイプの頭首エを計画する｡尚､拡張

地区に対する新設永路並びに既存水路の鉱暗等はNIAが行うものとする｡
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5.2シノカラン地区

本地区の串況･計画竜概面積は以下の通りである｡

萌 況
‾て霜｢

左岸地区

右岸地区

計

200

1, 550

1,750

計 画
｢琵｢

1,008

2, 000

3,000

新規拡張地区
(㌶)

800

450

1,250

既存の水文資料によればシノカラン川頭首工地点で､渇水年においても充分な河川液量

がある｡従って､本革薫の実施によって前述計画麓概面積3,000諸において慈職長薫が可

能である｡

事業計画の主たるコンボ-ネンf･は､ラバーダム設置による既存頭首工の改修､頭首工

上流側国道までの500モ左区間の堤防高上8デ､右岸幹線永路のライニング約1.5km並びに左

岸幹線永路の新設約1.Oknが対象事業であり､マッシム同様その他必要工事はNIAの担当

とする｡

シノカラン頚首工の改修によって､頭首工地点での取永位を1ぞ左上昇させることが可能

であり､これによって､現在ポンプによって幹線水路より揚永されている支線永弘一Aへ

は､重力による分水が可能となる｡

5.3計画施設

改修または新設の対象となる施設は以下の通りである｡

-7･



地 区

マッシム上流地区

マッシム下流地区

マッシム第3地区

シノカラン地区

5.4実施計画

主要施設

既存頭首工の改修

同 上

頭首工及び同付帯施設の新設

既存環首工の改修

幹線水路の改修(1.5km)及び新設(1.Okn)

洪水防御堤(両岸各500ぞ左)

事業実施に必要な諸手続きを考慮し､基本設計･詳細設計並びに施工に必要な工期を以

下のように見込む｡

一基本設計:
6.0ヶ月

一詳細設計･入札手続き:
6.0ヶ月

一施工期間:
15.0ヶ月

一8-
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